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【研究概要】 

高レベル放射性廃液中には様々な有用元素（原子力レアメタル）が含まれ
ており、これらを選択的に分離し有効利用することは、放射性廃棄物処分で
の廃棄物の大幅な削減、さらには環境負荷低減に結びつきます。有用元素を
選択的に分離するため、本研究では新規な高機能性キセロゲル吸着剤を開発
しました。本吸着剤への有用元素（発熱元素（Ｃｓ）、白金族元素（Ｐｄ、Ｒ
ｕ）およびオキソ酸イオン（Ｍｏ，Ｒｅ、Ｔｃ）等）の基礎的な吸着特性を
明らかにし、クロマトグラフィ分離手法により、模擬高レベル廃液および実
廃液からの核種の選択的な分離・回収に成功しました。有用元素の有効利用
と分離システムのコンパクト化を目指した、高機能性キセロゲルよる有用元
素の精密分離技術を確立し、経済性、効率性および社会的受容性を向上でき
る先進的な高度核種分離プロセスを構築しました。 
本研究で開発した高機能性キセロゲルは、高レベル廃液からの選択的な核

種分離のみならず、貴金属元素（Ａｕ等）の分離・回収や原発事故高汚染水
からの多核種の除去にも応用可能であり、様々な分野での元素の精密分離に
利用できると考えられます。 
 

【その後の取り組み】 
本研究開発の成果は、高レベル廃液の核種分離において、従来主眼の置か

れてきたマイナーアクチノイド核種の分離に加え、有用核種の精密分離・回
収技術の進展に寄与すると考えられます。様々な形態（膜状、繊維状）への
転換が容易であり、効率的な分離、多様な分離手法へ展開が可能です。高機
能性キセロゲルは環境に優しい吸着剤であり、環境負荷低減化技術の強力な
助っ人として活躍が期待できます。今後は、原発事故汚染水からのセシウム
除去および多核種除去用吸着剤への応用および処理・処分法について検討し
ていきたいと考えています。 
高機能性キセロゲルのマイクロカプセル化手法は、極めて簡単で様々な無

機イオン交換体粉末や油（有機抽出剤）を、高分子ポリマー内に安定に包括
固定でき、造粒体が手軽に作成できます。様々な元素を対象とすることが可
能なため、身近な分析の前処理や汚染水浄化などの環境修復などにも役立て
ていきたいと思っています。 
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図 1 高機能性キセロゲルによる核種の精密分離（左）とマイクロカプセル（右） 

高レベル廃液から各マイクロカプセルカラムにより有用元素をクロマト分離します。マイ

クロカプセルは、様々な無機・有機吸着剤を包み込んで造粒した吸着剤です。 
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図 2 ＡＷＰマイクロカプセル充填 

カラムによるＣｓのクロマト分離 

模擬高レベル廃液から Cs を選択的に単

離可能です。 

図 3 抽出剤内包マイクロカプセルによ

る多核種除去 

模擬汚染水から抽出剤内包マイクロカプ

セルにより多くの元素が除去可能です。
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